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「Ｇ２３編成１４号車の側引戸ＮＦＢトリップ」に関する申し入れ 

 

６月２８日、大阪修繕車両所でＧ２３編成の１４号車の側引戸のＮＦＢがト

リップしているのが発見された。 

後に大阪仕業検査車両所の担当助役から６月２８日のＧ２３編成の仕業検査

担当者に「仕業検査時、山側ドアテストをしたようになっていないと分析セン

ターが言っている」と言われ、検査時の様子を聞かれたので、仕業検査担当者

は確実に検査をしたことを伝えた。 

今回の事象は「故障表示等がなかったのか」、なぜ「ドアテストをしていない

となっているのか」など技術的な部分と連絡体制などに問題があると考える。 

よって、下記の通り申し入れるので、早急に労使協議の場を設定すること。 

 

記 

 

１．Ｇ２３編成１４号車側引戸ＮＦＢトリップについて、詳しい状況を明らか

にすること。 

 

２．Ｇ２３編成１４号車側引戸ＮＦＢトリップの原因について明らかにするこ

と。 

 

３．Ｇ２３編成１４号車側引戸ＮＦＢトリップによる故障表示等がないのか明

らかにすること。 

 
４．大阪仕業検査車両所の分析センターはいつ異常を把握したのか明らかにす

ること。 

 

５．分析センターは異常等を把握した場合、直ちに関係各所に連絡したのか明



らかにすること。 

 

６．今回の事象について、仕業検査前に検修当直から仕業検査担当者に事象を

連絡し、「入念な点検」等の指示を出していたのか明らかにすること。 

 

７．大阪仕業検査車両所の分析センターは「山側ドアテストをしたようになっ

てない」旨を言っているが、その根拠を明らかにすること。 

 

８．今回の事象について、仕業検査を担当した社員に対して時系列等報告書を

書かせていない。時系列等報告書を書かせる基準等を明らかにすること。 

 

９．今回の事象を社員に広く周知していない理由を明らかにすること。 

 

 

以上 

 


